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　染色体 工 学技術は 、 自在 に染色体を操作す る こ と によ り、様々 な有用形質 を持つ

細胞 をデザ イ ンで きる新 し い 技術 と して 期待され つ つ あ る 。 すで に出芽酵母

Saccharomyces 　cereVisiae を研究材料 に して 、醤油酵母 プラス ミ ドの部位特異 的組

換え シ ス テ ム を利用 した染色体の 相互 転座 、 欠失 、 逆位 の操作技術が 開発されて い

る 。 さ らに 、 われわれ は新し い 染色体工 学技術 として細胞内にお ける相 同組 換え と

テ ロ メア の 解離現象を 利用 した染色体分 断技術 を開発 して きた 。 この 染色体分断技

術は、多因子有用形 質の 遺伝子支配解析、染色体の 数 や長 さの 遺伝子発現や 細胞生

理 に及 ぼす影響ある い は 高等動 ・植物 由来 染色体 の 酵母 細胞で の 自在な加工 な ど、

様々 な応用や研究に利用で き る と考え て い る 。

　染色体分 断技術の 成果の
一

つ と して 、 S，　cerevisiae 一倍体細胞の 持つ 16本の 染色

体の うち 5本を分断す る こ とによ り、22本の 染色体を持つ 自然界に は存在 しない 酵母

細胞 を造成 した 。 しか し 、 さ らに多 くの染色体を 分断 して い くに は形 質転換体の 選

択符号の種類に 限界 が ある とい っ た問題 を解決 しな けれ ばな らない 。 そ こで 、 同
一

の ベ ク タ
ー

で 複数の 異な る染色体部位 を分断で き る改 良型分断 ベ クタ ー を構築 し、

その 有効性を検討 した 。S．　cereVfsiae には 、 δ配 列 と呼ばれ る繰 り返 し配列 が 、 ゲ

ノム に200コ ピ
ー

以上 分散して 存在 して い る 。 そ こ で 、 δ配列 を標 的に した染色体分

断ベ クター を構築 して 形質転換 を行 い 、 15株の 形 質転換体 を得る こ とが で きた 。 こ

れ らの 形質転換体を 、パ ル ス フ ィ
ー ル ドゲル電気泳動 を用 いて 核 型解析する と、宿

主 株に は見 られ な い サイズ の 染色体 バ ン ドが 見 られ 、 少な く と も異な る 7 ヶ 所 の δ

配列部位で分断 されて い る こ とが示 唆され た。 こ の こ とよ り、 δ配列分断ベ クター

に よ っ て 、多数の 部位で 効率 良 く染 色体を分断で きる こ とがわ か り、 多様なモ ザイ

ク染色体 を もつ 酵母株の造成 に利用で きそ うで ある 。

　次 に 、 分断 に よ り任意の 染色体領域 を単離 し 、 他の 細胞に移植する技術につ い て

も検討 を行 っ た 。 第IXtS染色体 （440　kb）を344　kbと96　kbに分断 した株の 96　kb

の 染色体 には UR4 、3選択符号が付加され て い る 。 この 分断され た染色体 を他 の 酵 母

細胞 に移植 で き る か どうか を 試みた 。分断染色体を もつ 供 与細 胞 を低融点 アガロ
ー

ス ゲル に包埋 して 、 染色体DNA 試料を調製 した 。 こ の ア ガ ロ
ース ゲル を融解 して 供

与 DNA 試料 とし 、 プ ロ トプラス ト法 に よ りAB 　1380 （ura3 ）株 に導入 した 。 その 結

果 、 ウ ラ シル 非要求性 とな っ た形質転換体が 5株得 られ 、 パ ル ス フ ィ
ール ドゲ ル 電気

泳動を 用 い て 核型解析 した とこ ろ 、 3株で宿主株に は見 られ な い 96kb の 染色体が見

出 され た 。こ の こ とよ り、分断され た染色体 を他細胞 へ 移植で きる こ とがわ か っ た 。

同 じ手法で 、 第XI番染色体 の
一 部 （185　kb） を移植す る こ ともで きた 。

　 こ の よ うに染色体分断技術を使 っ て 、酵母染色体 を任意 の サ イズに分断 し、そ の

分断領域を他の 酵母株 に移植で きる こ とを確認 した こ とは、ゲ ノ ム工 学による新 し

い 解析 ・育種法 の 発展 につ なが る もの と期待 して い る 。
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